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研究成果の概要（和文）：戦前に東京帝国大学経済学部教授を務めた経済学者である荒木光太郎の旧蔵文書であ
る名古屋大学所蔵「荒木光太郎文書」の整理・デジタルデータ化と公開を行うとともにそれを用いた研究を行っ
た。荒木のかかわった数多くの活動や組織の中で、特に戦時期日本の有力なシンクタンクであった世界経済調査
会の設立経緯と活動、太平洋戦争末期における大蔵省戦時経済特別調査室における石橋湛山らが関わった戦後構
想、大蔵省理財局国家資力研究室や財団法人国家資力研究所における国民所得研究、荒木光太郎が関わったナチ
ス期の日独文化交流などについての研究を行い、大きな成果を上げ論文や著書として刊行することができた。

研究成果の概要（英文）：The "Mitsutaro Araki Papers" were formerly in the possession of Mitsutaro 
Araki, an economist who served as professor in the economic department of the Tokyo Imperial 
University, and which are now stored at Nagoya University. We sorted and digitalized the papers and 
released them to the public.
We used these papers in our studies on (1) the Institute of World Economy, which was a 
representative think tank in wartime Japan, (2) the Wartime Economy Special Research Office in the 
Ministry of Finance, and Tanzan Ishibashi's attempt to establish postwar international order after 
Japan's defeat at the end of the Pacific War, (3) national income research at the National Economic 
Resource Laboratory in the Ministry of Finance and the National Economic Resource Institute, and (4)
 Japanese-German cultural exchanges during the Nazi period. We published many results of these 
studies as papers or books.

研究分野： 経済思想史

キーワード： 荒木光太郎　荒木光太郎文書　大蔵省戦時経済特別調査室　世界経済調査会　国家資力研究所　国民所
得　石橋湛山　国際交流
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
戦時期を中心とする近代日本の経済学者

の活動については、これまでは表面的な言説
の分析が中心で、イデオロギー面から注目さ
れることが多かった。一方、経済学者は学術
論文を書いたりメディアを通じて自分の意
見を表明したりするだけでなく、各種の公的
な委員会委員として経済政策の実務に関係
することも多い。経済学者が社会に影響を与
える経路としては、論文や著書を通じた影響
のほか、こうした政策実務への関与の実態を
明らかにすることが不可欠である。しかし政
策面における経済学者の行動は官公庁や公
的団体の内部で行われることが多いので資
料が公表されない限りその実態は把握しに
くく、特に資料が多く破棄されてしまった戦
時期の日本についてはこれまで研究の対象
とすることが難しかった。 
一方、2013 年から本格的な資料整理と資

料の内容の分析作業が開始された名古屋大
学大学院経済学研究科附属国際経済政策研
究センター情報資料室（以下、センター資料
室）所蔵「荒木光太郎文書」の分析では、資
料の写真撮影・共有を進めることで共同作業
の迅速化を行った。その結果、荒木は「日本
と海外（特にドイツ）」、「学界と財界・官界」、
「学界における様々なイデオロギー」などの
異なる領域を結びつける役割を果した人物
であり、こうした「荒木ネットワーク」が想
像以上に日本の経済学の制度化や経済政策
に大きな影響を与えていたことが明らかに
なった。また「荒木光太郎文書」は戦時中の
日本の経済学者の官公庁等における実際の
活動を知る上で不可欠なものであることが
判明した。そのため、同文書を用いることで、
これまでは表面的な言説の分析が中心で、イ
デオロギー面から注目されることが多かっ
た「経済学者と時代との関わり」さらに「経
済学者のネットワーク」を、様々な機関の内
部資料から明らかにすることが可能になる。
この際、貴重な資料の電子化をさらに進める
ことで、研究の迅速化を図るとともに、それ
をインターネット上で公開することで他の
研究者からのアクセスを容易になると考え
られ、本研究を開始した。 
２．研究の目的 
本研究は戦前に東京帝国大学教授を務め

た経済学者の荒木光太郎が残した名古屋大
学所蔵「荒木光太郎文書」を電子化すると共
に、それを利用して荒木を中心とするネット
ワーク（荒木ネットワーク）の実態を解明し
ようとするものである。「荒木光太郎文書」
には荒木が関係した官公庁など様々な機関
の内部文書が含まれており、その分析を通じ
て荒木が様々な異なる分野や人物を結びつ
ける重要な役割を果していたことが明らか
となってきた。これまで表面的な言説の分析
が中心であった戦時・占領期の経済学者の活
動の一例を、内部文書を用いて分析し、また
他の研究者にアクセスしやすいように電子

化して公開することで、関連する研究を活性
化させ、また官公庁等との連携研究はどのよ
うに行われているのかという現代的意義を
明らかにしようとした。 
３．研究の方法 
「荒木光太郎文書」は非常に多くの領域に

関係するものであるが、本研究では大きく
「国民所得と国民生活」「通貨、金融」「対外
関係」の三テーマに焦点を当てて「荒木ネッ
トワーク」の具体像をさらに解明するととも
に、関連する経済学者、官僚などの活動やそ
の相互作用を明らかにすることを試みた。 
多様な種類の資料を含む「荒木光太郎文

書」の分析には経済思想史、経済史、政治史、
社会運動史など様々な分野からのアプロー
チが必要であるが、本研究の研究代表者・研
究分担者・研究協力者はこれらの分野を網羅
しており、分担によって効率的な研究を行う
ことができた。またそのために必要な資料の
電子化を進め、研究会を定期的に開催して情
報共有を行った。また「荒木ネットワーク」
の及ぶ分野の広さに対応して国内における
各種資料調査を行った。最終年度は経済学史
学会での研究参加者によるセッション発表
を行い、外部の研究者を交えて議論を行った。 
４．研究成果 
(1)「荒木光太郎文書」の範囲を確定させる
ためにセンター資料室所蔵の他の資料の調
査を行った。その際、近畿大学中央図書館に
所蔵されている荒木光太郎旧蔵書の調査を
行うことにより同蔵書の表紙や見返しの蔵
書ラベルなどを参考にして「荒木光太郎文
書」への編入を行った。 
こうして「荒木光太郎文書」であることが

確定できた資料については科研費を用いて
デジタル撮影を行い、デジタルデータ化が完
了した。その一部はセンター資料室ホームペ
ージおよび名古屋大学学術リポジトリを通
じて公開しているほか、センター資料室ホー
ムページ上でデジタル資料が利用できる旨
を公表しており、また必要に応じて研究分担
者・協力者間でデータの共有を行って共同研
究に役立てた。さらに資料調査の結果、2014
年に刊行した『荒木光太郎文書解説目録』に
おける解説や分類も追加したり修正する必
要が生じたため、近畿大学及び名古屋大学へ
の荒木光太郎関係資料の収蔵の経緯も解説
に追加したうえで 2018 年 5 月に『荒木光太
郎文書解説目録 増補改訂版』を刊行し、セ
ンター資料室ホームページ上でも公開して
いる。 
(2)「荒木光太郎文書」中最大の分量を占め
るのが世界経済調査会の資料であり、同会の
設立経緯と活動内容に関する研究を行った。
世界経済調査会の前身である日本経済連盟
会対外事務局は革新的傾向の強い軍人や官
僚が知米リベラリストを担いで主にアメリ
カに対して対日理解促進と外資誘導を目指
して設立されたものであるが、対米関係の悪
化に伴い調査機能が拡充され、調査活動に特



化した形で改組拡大され 1941 年 5 月に世界
経済調査会が設立された。 
(3)「荒木光太郎文書」中の大蔵省戦時経済
特別調査室関係資料の分析を行い、特に同調
査室で戦後構想の研究を行った石橋湛山の
戦時期の思想と活動の研究を進めた。石橋の
国際貿易を重視する思想が戦時中も一貫し
て維持されてきたこと、石橋が圧力を避ける
ために政府の公的な大東亜共同宣言などを
自身の戦後構想の叩き台としていたことな
どが明らかになった。 
(4)戦時期の日本における大蔵省を中心とす
る国民所得研究とそこに関わった組織・人物
の研究を行った。日本では昭和初期から内閣
統計局により国民所得推計が行われていた
が、1941 年 7月に閣議決定された財政金融基
本方策要綱において、国家資力（事実上の国
民所得）を測定しそれを各分野に配分する国
家資金基本計画を設定することが決められ
て以降本格的に国民所得推計研究が進めら
れた。1941 年 9月に大蔵省理財局に荒木光太
郎を室長とする国家資力研究室が設置され、
当時大蔵省事務官だった下村治や女性マル
クス経済学者の渡辺多恵子らが参加した。さ
らに研究機能の拡充を図るため 1943 年 9 月
に財団法人国家資力研究所が設立され、イン
フレーション対策としてサミュエルソンの
乗数と加速度原理を組み合わせた景気循環
論などの当時としては高度な経済理論の研
究が行われていたことが判明した。渡辺多恵
子は同研究所において国民所得推計の作業
に加えて、各資金への配分を明示する資財循
環表・資金循環表の作成も担当するなど大き
な役割を果たした。 
（5）荒木光太郎が大きな役割を果たしたナ
チス期における日独文化交流の研究を行っ
た。「荒木光太郎文書」中に含まれている「全
獨日本人文化事業關係者會議ニ關スル報告
書」（1936 年）ではドイツにおける「日本学」
が古文学と言語学とに偏っていることが問
題視されており、今後はナチス政権のように
中央集権的な統一機関のもとで「文化工作」
を計画的に行うべきであると主張されてい
た。 
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